
「黒星病」の病 原菌と向き合う
本 年 の 発 生 状 況と密度低下への課題とは

気
温
と
降
水
量

│
春
先
の
気
象
条
件
は
感
染
に
好
適
で

あ
っ
た
│

４
月
〜
６
月
ま
で
の
初
期
防
除
期
間

に
お
け
る
気
象
を
み
る
と
、
気
温
は
６

月
上
旬
が
低
く
、
そ
れ
以
外
は
平
年
並

み
〜
や
や
高
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
降

水
量
に
つ
い
て
は
５
月
が
少
な
く
、
４

月
中
下
旬
と
６
月
上
旬
は
連
続
し
た
降

雨
に
見
舞
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
黒
星
病
の
発
生
は

通
年
殺
菌
剤
無
散
布
の
県
予
察
圃
に
お

い
て
昨
年
と
同
様
に
推
移
し
、
７
月
上

旬
の
最
終
調
査
時
点
で
52
．３
％
に
達

し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
の
49
．９
％
を

上
回
る
高
い
発
病
葉
率
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
本
年
も
感
染
に
好
適
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

昨
年
、
津
軽
地
域
で
多
発
し
た

「
黒
星
病
」。
数
多
く
の
リ
ン
ゴ
生

産
者
を
悩
ま
せ
た
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
だ
ろ
う
。

高
品
質
リ
ン
ゴ
生
産
に
向
け
て
、

黒
星
病
の
み
な
ら
ず
主
要
病
害
と

向
き
合
う
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て

避
け
て
は
通
れ
な
い
道
で
あ
る
。

全
て
は
、
安
心
安
全
で
美
味
し
い

青
森
県
産
リ
ン
ゴ
を
全
国
の
お
客

様
に
届
け
る
と
と
も
に
、
農
業
所

飛
散
は
降
雨
で
引
き
起
こ
さ
れ
る

本
年
も
感
染
に
好
適
条
件
だ
っ
た

得
増
大
に
結
び
付
け
る
た
め
で
あ

る
。
良
品
質
生
産
は
基
よ
り
、
黒

星
病
の
撲
滅
に
向
け
て
知
識
を
深

め
て
徹
底
防
除
に
努
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
は
第
３
回
り
ん
ご
等
果
樹

技
術
研
修
会
で
青
森
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
（
以
下

り
ん
ご
研
究
所
）
か
ら
報
告
の
あ
っ

た
「
本
年
に
お
け
る
黒
星
病
の
発

生
状
況
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

※子のう胞とは ：主に、越冬した落葉上の胞子をいう。リンゴの発芽期頃以降降雨に逢うと子のう殻から自噴し、 稚葉や幼果に感染する。

表１
調査月日 調査場所 品種 発病葉率（％）発病果率

（％）果そう葉 新梢葉

５月23日

浪岡吉内 ふじ 0 0
王林 0 0.3

浪岡樽沢１（高密植） ふじ 2.2 0

浪岡樽沢２ ふじ 2.6 4.4
王林 6.0 10.4

五所川原市前田野目 ふじ 1.7 0.3
王林 1.7 0.9

つがる市柏上古川 ふじ 0 0
王林 0 0.3

つがる市森田 ふじ 0 0.3
王林 0 0.3

弘前市小友 ふじ 0 0
王林 0 0

板柳町横沢 ふじ 2.0 0.3
王林 2.4 0.7

５月26日

五所川原市高野 ふじ 2.8 0.3
王林 2.3 1.2

五所川原市羽野木沢 ふじ 0 0.3
五所川原市羽野木沢２ ふじ 0 0

板柳町五幾形 ふじ 6.7 0.3
王林 2.0 1.9

弘前市大川１ ふじ 4.8 1.4
王林 5.4 6.5

弘前市大川２ ふじ 0.5 0.6
弘前市種市１ ふじ 43.5 7.5

藤崎町真那板 ふじ 6.3 3.1
王林 1.0 4.2

大鰐町三ツ目内 ふじ 0.9 0.5

５月31日

平川市遠手沢 ふじ 3.4 1.2
平川市尾上南野 ふじ 3.4 0.9
平川市尾上八幡崎 ふじ 15.0 5.4
藤崎町中野目 ふじ 3.5 2.8
弘前市自由ヶ丘 ふじ 0 1.0
弘前市相馬 ふじ 0.4 0.8

藤崎町葛野 ふじ 13.6 3.8
王林 4.3 4.9

６月６日
弘前市下湯口 ふじ 0.2 0
鶴田町木筒 ふじ 0.3 0
青森市浪岡五本松 王林 3.0 0

６月13日

平川市唐竹 ふじ 0.5 1.4 0.3
大鰐町長峰 ふじ 0 0.2 1.0
大鰐町森山 ふじ 0 6.5 2.3
弘前市大沢 ふじ 0.5 2.0 0
藤崎町藤崎白子 ふじ 0 1.7 0
弘前市大川３ ふじ 23.6 7.0 5.0
弘前市種市２ ふじ 0.9 0.4 0.3
青森市浪岡下石川 ふじ 1.9 0.6 0

６月22日 青森市浪岡古野田 ふじ 5.4 0.7
弘前市糠坪 ふじ 0.9 0.7
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「黒星病」の病 原菌と向き合う
本 年 の 発 生 状 況と密度低下への課題とは

感
染
源
と
飛
散
状
況

│
胞
子
の
飛
散
ピ
ー
ク
は
４
月
下
旬
│

黒
星
病
は
、
主
と
し
て
春
先
に
被
害

落
葉
か
ら
飛
散
す
る
子
の
う
胞
子
が
感

染
源
と
な
り
、
降
雨
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
。
そ
の
飛
散
消
長
に
つ
い
て

は
、
り
ん
ご
研
究
所
で
本
年
度
導
入
し

た
子
の
う
胞
子
採
集
機
で
調
査
し
た
結

果
、
本
年
の
場
合
は
４
月
13
日
に
初
飛

散
が
確
認
さ
れ
、
６
月
６
日
に
終
息
し

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
飛
散
ピ
ー

ク
に
つ
い
て
は
４
月
26
日
だ
っ
た
こ
と

が
伺
え
る
。（
図
１
）

│
今
年
は
黒
星
病
の
菌
密
度
が
高
か
っ

た
│

県
予
察
圃
に
お
い
て
、
初
発
は
５
月

11
日
に
確
認
さ
れ
、
６
月
５
日
頃
か
ら

急
増
し
て
い
た
。
感
染
か
ら
発
病
ま
で

に
10
日
〜
２
週
間
要
す
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
子
の
う
胞
子
の
一
次
感
染
時

期
は
主
と
し
て
展
葉
１
週
間
頃
の
４
月

下
旬
と
落
花
直
後
の
５
月
中
旬
の
飛
散

ピ
ー
ク
時
と
合
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
板
柳
町
高
増
や
弘
前
市
独
狐

に
あ
る
生
育
観
測
圃
の
子
の
う
胞
子
採

取
機
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，２
６
９
、

５
，２
９
７
個
と
り
ん
ご
研
究
所
と
同

等
か
そ
れ
以
上
多
く
飛
散
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
慣
行
散
布
を
行
な
っ
て
き
た

生
産
現
場
に
お
い
て
も
菌
密
度
が
か
な

り
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
表
１
）

現
地
の
発
生
状
況

│
昨
年
と
比
較
し
て
、
黒
星
病
の
発
生

割
合
の
結
果
は
│

り
ん
ご
研
究
所
は
津
軽
地
方
37
園
地

に
お
い
て
、
５
月
下
旬
〜
６
月
に
か
け

て
黒
星
病
の
発
生
状
況
を
調
査
し
た
。

「
ふ
じ
」
と
「
王
林
」
を
対
象
に
発

病
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
本
年
は
発

病
葉
率
が
３
％
未
満
の
園
地
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
昨
年
に
比
べ
て
10
％
以
上

の
多
発
園
は
減
少
し
て
い
た
。
ま
た
、

発
生
し
た
多
く
の
園
地
で
は
、
果
そ
う
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体
系
は
果
そ
う
葉
と
新
梢
葉
、
果
実
の

被
害
率
が
旧
防
除
体
系
よ
り
は
る
か
に

低
く
10
％
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
の
よ
う
に
黒

星
病
の
菌
密
度
が
高
く
、
感
染
に
好
適

条
件
の
中
に
あ
っ
て
、
新
防
除
体
系
は

旧
防
除
体
系
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
利
用
）
に
比

べ
て
効
果
は
か
な
り
高
く
、
昨
年
よ
り

も
発
生
を
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

葉
と
新
梢
葉
の
基
部
葉
に
発
病
が
み
ら

れ
た
。（
図
２
）

新
防
除
体
系
は
有
効

│
新
防
除
体
系
と
旧
（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
）
防

除
体
系
を
比
較
│

長
年
に
渡
り
、
黒
星
病
の
特
効
薬
と

し
て
使
用
し
て
き
た
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
は
、
感

受
性
低
下
に
伴
い
、
29
年
産
防
除
暦
か

ら
削
除
さ
れ
た
。
り
ん
ご
研
究
所
で
は

Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
に
つ
い
て
本
当
に
効
果
が
低

下
し
た
の
か
新
防
除
体
系
と
旧
防
除
体

系
を
比
較
し
て
い
る
。（
表
２
）

無
散
布
区
の
発
病
葉
率
が
果
そ
う
葉

54
．２
％
、
新
梢
葉
47
．８
％
、
果
実
92
．

７
％
の
多
発
条
件
に
お
い
て
、
新
防
除

か
ら
、
今
後
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
剤
利
用
の
旧
防

除
体
系
は
期
待
で
き
な
い
状
況
だ
。

二
次
感
染

│
６
月
下
旬
以
降
は
分
生
子
に
よ
る
二

次
感
染
で
新
梢
先
端
部
の
葉
と
果
実

に
発
病
│

黒
星
病
は
、
春
先
に
飛
散
し
た
子
の

う
胞
子
に
よ
る
感
染
（
一
次
感
染
）
で

葉
の
裏
表
に
病
斑
を
形
成
す
る
と
、
そ

こ
に
多
量
の
分
生
子
を
生
じ
、
こ
れ
が

飛
散
し
て
二
次
感
染
源
と
な
る
。
感
染

に
は
、
降
雨
が
関
係
し
て
い
る
。

県
予
察
圃
に
お
け
る
黒
星
病
の
発
病

葉
率
の
推
移
（
図
３
）
を
み
る
と
、
６

月
中
旬
頃
ま
で
は
平
年
並
み
〜
や
や
高

め
に
推
移
し
、
そ
れ
以
降
は
急
激
に
高

ま
っ
た
。
本
病
が
感
染
か
ら
発
病
ま
で

に
10
日
〜
２
週
間
程
度
要
す
る
こ
と
か

ら
、
図
４
の
よ
う
に
６
月
上
旬
の
連
続

し
た
降
雨
に
よ
り
二
次
感
染
が
拡
が
っ

た
と
推
察
さ
れ
、
６
月
下
旬
に
新
梢
の

先
端
部
や
果
実
に
発
病
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

表
３
が
５
月
〜
７
月
に
か
け
て
の「
ふ

耐
性
菌
を
含
む
菌
密
度
が
高
い
中
で

新
防
除
体
系
の
効
果
は
高
か
っ
た

表２　新防除体系と旧防除体系における黒星病の発生状況

試験区 芽出し
当時

展葉
１週間後

開花
直前

落花
直後

落花
10日後

落花
15日後

落花
20日後 ６月中旬

新 － ベフラン フルーツ
セイバー

ユニックス＋
チオノック

ジマン
ダイセン － チオノック アントラコール

旧 － ベフラン オンリーワン アスパイア － ブローダ － アントラコール
無散布 － － － － － － － －

試験区
果そう葉 新梢葉 果実

調査葉数 発病葉率（％） 発病度 防除価 調査葉数 発病葉率（％） 発病度 防除価 調査果数 発病果率（％）

新防除体系
（C4） 238 8.0 2.7 86 500 3.8 1.3 94 300 0.0

旧防除体系
（C3-2） 224 16.1 5.4 72 516 28.1 10.0 53 300 6.7

無散布
（C1） 214 54.2 19.3 483 47.8 21.3 300 92.7
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降
　
水
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　（
㎜
）
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図４
葉上病斑　
初発（5/11）

0
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発
病
葉
率
（
％
）

5/15 5/255/20 5/30 6/4 7/46/9 6/14 6/246/19 6/29

図３　県予察団（殺菌剤無散布）の新梢葉の発病葉率

平成29年　　　平成28年　　　平年

表３　新梢葉における発病葉率の推移
品種ふじ、新梢発病葉率

調査園地
５月 ６月 ７月

調査月日 発病葉率
（％） 調査月日 発病葉率

（％） 調査月日 発病葉率
（％）

弘前市大川１ ５月26日 1.4 ７月21日 8.5

弘前市種市２ ５月17日 0 ６月13日 0.4 ７月18日 14.5

青森市浪岡吉内１ ５月23日 0 ７月21日 12.5

青森市浪岡樽沢２ ５月23日 4.4 ７月21日 35.4

弘前市大川２ ５月26日 0.6 ６月13日 0.7 ７月21日 3.0

平川市八幡崎 ５月31日 5.4 ７月21日 7.4

大鰐町森山 ６月13日 6.5 ７月21日 17.7

弘前市大川３ ６月13日 7.0 ７月21日 27.9

青森市浪岡吉野田 ６月22日 5.4 ７月21日 11.6
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が
く
片
付
近
に
病
斑
が
認
め
ら
れ
た
。

防
除
の
鍵
と
は

│
耕
種
的
防
除
で
病
原
菌
の
密
度
を
減

ら
す
│

菌
密
度
が
高
い
中
、
薬
剤
だ
け
で
は

感
染
を
完
全
に
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
感
染
し
た
葉
や
果
実
の

摘
み
取
り
は
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
摘

み
取
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
集
め
て

焼
却
及
び
土
中
に
埋
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

適
期
・
適
量
散
布
を
徹
底
す
る
こ
と

は
基
よ
り
、
被
害
落
葉
や
被
害
葉
、
被

害
果
を
減
ら
す
こ
と
が
最
も
効
果
的
で

あ
り
、
薬
剤
防
除
だ
け
で
完
全
に
抑
え

じ
」
の
新
梢
葉
発
病
率
（
全
葉
）
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、

５
月
〜
６
月
ま
で
は
各
園
地
と
も
発
病

を
低
く
抑
え
て
い
た
も
の
の
、
７
月
に

入
る
と
多
く
の
園
地
で
発
病
率
が
高

ま
っ
て
い
る
。
特
に
、
５
月
〜
６
月
の

調
査
に
比
較
し
て
、
新
梢
葉
や
果
実
に

発
病
が
み
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
新
梢
先

端
部
付
近
の
連
続
し
た
葉
に
病
斑
が
多

数
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
果
そ
う

葉
や
新
梢
基
部
の
病
斑
上
に
形
成
さ
れ

た
分
生
子
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
園
地
に
お
い
て
も
被
害
果

実
は
摘
果
処
理
し
て
い
る
も
の
の
、
被

害
葉
は
摘
み
取
り
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
た
。
ま
た
、
摘
果
果
実
の
多
く
で

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

今
後
の
対
策

表
４
は
本
年
度
に
実
施
し
た
落
葉
処

理
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
落

葉
を
鋤
込
み
し
た
り
、
収
集
し
て
園
内

か
ら
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
処
理

に
比
べ
て
明
ら
か
に
果
そ
う
葉
や
新
梢

葉
の
発
病
葉
率
は
減
少
し
て
い
る
。
病

原
菌
は
越
冬
し
、
翌
年
の
発
生
に
確
実

に
結
び
つ
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

耕
種
的
防
除
を
実
施
し
た
上
で
、
薬
剤

散
布
を
行
な
う
こ
と
が
最
も
効
果
的
と

い
え
る
。

薬
剤
防
除
に
つ
い
て
は
次
年
度
も
本

年
同
様
、
適
期
適
量
の
散
布
に
努
め
る

と
と
も
に
、
気
象
条
件
に
注
意
し
て
降

雨
前
の
散
布
を
徹
底
す
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
次
年
度
も
菌
密
度

が
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
被
害
葉
・
果
実
の
摘
み
取
り
と
落

葉
処
理
な
ど
耕
種
的
防
除
と
最
重
点
防

除
時
期
で
あ
る「
開
花
直
前
」か
ら「
落

花
20
日
後
」
ま
で
薬
剤
散
布
の
徹
底
に

よ
り
、
春
先
の
第
一
次
感
染
を
防
止
す

る
こ
と
を
優
先
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

観 察 の 要 点

表４　落葉処理事例

調査
月日

調査
園地 区

果そう葉 新梢葉

調査
葉数

発病
葉数

発病葉率
（％）

調査
葉数

発病
葉数

発病葉率
（％）

６月13日 藤崎町白子
鋤込み 190 0 0.0 460 8 1.7

無処理 198 2 1.0 481 13 2.7

６月13日 弘前市大川２ 落葉処理 205 5 2.4 452 3 0.7

５月26日 弘前市大川１ 無処理 251 12 4.8 353 5 1.4

６月13日 弘前市大川３ 無処理 203 48 23.6 443 31 7.0

葉では最初、直径数ミリ、周囲不鮮明の緑褐色
の小斑点として現れ、かすかにすす状を呈する。
その後、病斑は拡大。

土中への鋤込みなど、耕種的防除も重要

ツル、がくあ部周辺の感染にも注意。秋の果実
感染については、ツル元や肩に多く発病。
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